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新
刊
紹
介

信
多
純

一

『
馬
琴

の
大
夢
　
里
見
八
犬
伝

の
世
界
』

（
二
〇
〇
四
年
　
山石
波
書
店
）

福
　
田
　
安
　
典

弟
子
に
し
て
そ
の
師
の
著
に
言
及
ば
ん
と
す
る
者
を

「痴
れ
者
」
と
呼
ぶ

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

「
を
こ
」
な
る
蛮
行
に
人
を
誘

う
も
の
は
、
学
生
時
代
に

『
八
犬
伝
』
の
講
義
を
受
け
た
が
ゆ
え
の
甘
い
ノ

ス
タ
ル
ジ
ア
で
は
決
し
て
な
く
、
ま
た
昨
今
の
研
究
者
に
呪
縛
の
よ
う
に
迫

ら
れ
る

「
す
き
ま
」
原
稿
と
い
う
強
制
で
も
な
い
。
そ
れ
は
本
書
を
経
か
れ

た
者
が

一
様
に

「
感
得
」
す
る
こ
と
の
で
き
る

「国
文
学
」
研
究
の
醍
醐
味

と
、
あ
る
種
の
悔
し
さ
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
本
書
は
魅
惑
的

で
あ
り
、
挑
戦
的
で
あ
る
。
拙
稿
で
は
そ
の
錯
綜
す
る
思
い
の
ま
ま
、
信
多

純

一
先
生
に
言
及
す
る
際
に
、
「先
生
」
「
著
者
」
の
二
者
が
混
在
す
る
こ
と

を
ま
ず
著
者
た
る
信
多
純

一
先
生
に
お
詫
び
し
た
い
。

「
と
り
あ
え
ず
」
、
「
慣
例
」
に
従

っ
て
本
書
の
構
成
を
挙
げ
る
。

第

一
章
　
玉
梓
の
物
語

「
玉
梓
の
怨
死
」
「
玉
梓
の
崇
り
」
「
八
房
の
物
語
」
「伏
姫
の
死
と
玉

梓
成
仏
」

第
一
一章
　
玉
梓
の
本
性

「
玉
梓
の
位
置
付
け
」
「
役
行
者
と
玉
梓
」
「
馬
琴
の
絵
に
対
す
る
姿

勢
」
「馬
琴
の
仕
掛
け
た
謎
絵
」
「
玉
梓
の
神
性
―
肇
輯
口
絵
第
二
図

に
つ
い
て
」
「
玉
梓
の
由
来
」

第
二
章
　
肇
輯
口
絵
の
謎

「
馬
琴
読
本
回
絵
の
謎
」
「
第

一
図

。
第
二
図
に
つ
い
て
」
「
第
四
図

に
つ
い
て
」
「絵
に
こ
め
ら
れ
た
神
性
」

第
四
章
　
一昌
山
を
め
ぐ

っ
て

「
雲
霧
晴
る
る
所
以
」
「
富
士
山
の
本
地
ヒ

「
『
八
犬
伝
』
挿
絵
の
異

同
」
「伏
姫
は
富
士
姫
」
「隠
れ
蓑

・
隠
れ
笠
」

第
五
章
「
日
本
開
間

の
事
」
署
田
士
山
庚
申

の
涌
出
」
「
八
葉
」
「
琵
琶
湖
」

「九
夏
三
伏
」
「役
行
者
」
「
五
色

の
玉
」
「
徐
福
と
不
老
不
死
薬
」

「聖
徳
太
子
と
黒
駒
」
「
諸
尊

の
石
像

・
奇
丸
木
」
冒
日
士
と
筑
波
」

「金
色
女
」
「芦
高
の
明
神

。
犬
飼
の
明
神
」

第
六
章
　
一昌
士
と

『
八
犬
伝
』

「新
田
四
郎
」
「
曾
我
兄
弟
の
夜
討

・
十
番
斬
」
「人
穴

。
清
水
」
「胎

内
く
ぐ
り
」

第
七
章
　
船
虫
の
正
体

「
三
悪
党
の
毒
婦
船
虫
」
「
山
の
神
船
虫
」

第
八
章
　
一昌
士
と
馬
琴

「
馬
琴
の
好
尚
」
「
玄
同
放
言
』
と

『
八
犬
伝
Ｌ

「富
士
と
仁
」
「
馬

琴
と
本
地
物
」
「
馬
琴
本
　
『
富
士
山
の
本
地
ヒ

第
九
章
　
ヽ
大
を
め
ぐ

っ
て

「
ヽ
大

の
事
歴
」
「
ヽ
大
の
容
姿
」
「
ヽ
大

の
本
性

（
そ
の

一
）
―
肇

輯

口
絵

第
七

図

に

つ
い

て
」
で

大

の
本
性

（
そ

の
一
一と

「孝



徳

・
ヽ
大
の
肇
輯
口
絵
―
第
五
図

。
第
六
図
に
つ
い
て
」

第
十
章
　
肇
輯
口
絵
の
構
造

「
口
絵
七
図
と
稗
史
七
法
則
」
「
封
神
演
義
』
と

『
八
犬
伝
ヒ

第
十

一
章
　
『
八
犬
伝
』
夢
世
界

「
八
犬
伝
世
界
か
ら
の
覚
醒
」
「
雲
霧
晴
れ
純
陽
の
花
消
ゆ
」

第
十
二
章
　
『
八
犬
伝
』
の
構
造

「善
悪
二
玉
の
行
方
」
「
八
犬
伝
』
と

『
西
遊
記
ヒ

「
『
八
犬
伝
』
の

構
造
と

『
西
遊
記
ヒ

「悟
道
の
書

『
西
遊
記
ヒ

む
す
び

先
に

「
と
り
あ
え
ず
」
と

「慣
例
」
と
い
う
括
弧
付
き
の
冠
を
戴
し
た
が
、

実
は
こ
の
構
成
か
ら
著
者
の

『
里
見
八
犬
伝
』
に
対
す
る
研
究
の
ス
タ
ン
ス

が
十
分
に
看
取
で
き
る
の
で
、
単
な
る

「
慣
例
」
に
よ
る
列
記
で
は
な
い
。

と
い
う
の
も
、
こ
の
構
成
は
馬
琴
先
生
よ
ろ
し
く
構
成
に
も
細
心
に
意
を
尽

く
し
て

「
伏
線
」
「
隠
微
」
２

般
的
な
物
言
い
で
は
な
く
、
先
生
が
解
明
さ

れ
た
馬
琴
の
そ
れ
）
の
構
造
の
綾
に
織
り
込
ま
れ
た
計
算
さ
れ

つ
く
し
た
緻

密
な
構
成
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
構
成
は
著
者
に
と

っ
て
馬
琴
研
究
の

深
化
の
道
程
の
順
で
あ
る
、
と
い
う
話
を
直
接
伺

っ
た
。
弟
子
で
あ
る
よ
り

も
著
者
の
第

一
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
を
勝
手
に
自
認
し
て
き
た
自
分
に
と

っ

て
、
そ
の
お
言
葉
は
あ
る
意
味
で
衝
撃
的
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
あ
ま
り

に
も
首
肯
で
き
う
る
お
言
葉
で
あ

っ
た
。
確
か
に
、
著
者
の
絵
画
に
対
す
る

他

の
追
随
を
許
さ
ぬ
洞
察
力

に
、
厳
し
い
ま
で
の
博
引
傍
証
に
よ

っ
て
、

次
々
と
神
々
が
降
臨
し
、
『
八
犬
伝
』
を
支
え
る

『
富
士
山
の
本
地
』
冨
曰我

物
語
』
の
世
界
が
展
開
さ
れ
、
『
八
犬
伝
』
は
読
み
解
か
れ
て
い
く
の
で
あ

る
が
、
本
書
を
単
な
る

「謎
解
き
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
収
め
て
い
な
い
強
さ

は
、
そ
の
後
半
部
に
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
馬
琴
は
中
国
小
説
に
精

通
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
国
小
説
の

『封
神
演
義
』
や

『西
遊
記
』
と
の
関

係
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
章
に
つ
い
て
は
、
第

一
に
中
国
小
説
に

「正
面
」

か
ら
取
り
組
ま
れ
た
点
に
敬
意
を
表
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の

「正
面
」
と

い
う
の
は
、
単
に

『
八
犬
伝
』
の
こ
の
部
分
の
典
拠
や
発
想
が
中
国
小
説
の

こ
れ
こ
れ
に
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
浅
薄
な
指
摘
で
は
な
い
。
「正
面
」
と

は
ま
さ
に

「正
面
」
で
あ
っ
て
、
単
な
る
表
面
の
類
似
を
撫
で
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
思
想
性
そ
ｔ
て
そ
れ
が
馬
琴
の
内
部
で
深
化
し
醸
成
さ
れ
て
い
き
、

馬
琴
自
身
の

「物
を
書
く
」
と
い
う
作
家
内
部
の
心
の
嚢
に
ま
で
筆
が
及
ん

で
い
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
心
の
嚢
へ
の
追
及
は
、
馬
琴
の

「荘

子
」
や
仁
斎
理
解
に
ま
で
及
ん
で
い
て
、
作
家
の

「学
問
」
と
そ
の
表
出
と

し
て
の
作
品
と
い
う
、
文
学
の
王
道
で
あ
り
な
が
ら
、
現
在
の
研
究
で
は
何

か
置
き
去
り
に
し
て
し
ま
っ
た
、
い
わ
ば
作
品
の

「核
」
と
い
う
べ
き

「文

学
論
」
が
見
事
な
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
書
に
よ
っ
て
、
『
八
犬
伝
』
の
す
べ
て
の
謎
は
解
か
れ
た
だ
け
で
は
な

い
。
真
の

「文
学
」
作
品
が
そ
の
荒
ぶ
る
魅
力
を
ふ
り
ま
い
て
わ
れ
わ
れ
の

現
前
に
登
場
し
た
だ
け
で
あ
る
。
書
き
残
し
た
こ
と
が
あ
ま
り
に
多
い
。
そ

の
書
き
残
し
た
部
分
が
次
代
の
文
学
研
究
の
糧
と
な
る
と
自
戒
し
つ
つ
、
新

刊
紹
介
と
呼
ぶ
に
は
あ
ま
り
の
蕪
文
を
連
ね
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
羞
じ
な
が

ら
筆
を
置
き
た
い
。

―
愛
媛
大
学
教
育
学
部
助
教
授
―


